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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光コネクタプラグ（１）が挿入される光コネクタハウジング（２、２Ｒ）に取り付ける
ことができる光コネクタ用データタグであって、
　前記光コネクタハウジングは、前記光コネクタプラグの側面に突設された突起部（１ｃ
）と嵌合可能な切欠部（２ｃ）が形成された側面を有しており、
　前記データタグは、前記光コネクタプラグおよび／または光コネクタハウジングに係る
回線情報等の情報が記録された記録部（２５、３５）ならびに前記光コネクタハウジング
に外側から抱え込むようにして装着される装着部（２１、３１）を有し、前記記録部が、
前記光コネクタハウジングに光コネクタプラグが挿入接続された状態で読み取り可能に形
成され、前記装着部が、光コネクタハウジングの側面に形成された凹部（２ｂ）に係合し
て前記光コネクタハウジングに対する前記データタグの脱落を防止する凸部（２１ｅ、３
１ｅ）を備えるとともに、前記装着部が、前記光コネクタハウジングの前記切欠部が形成
された側面を覆う側壁（２１ｂ、３１ｂ）を有することを特徴とする光コネクタ用データ
タグ（２０、３０）。
【請求項２】
　光コネクタプラグ（１）が挿入される光コネクタハウジング（２、２Ｒ）に取り付ける
ことができる光コネクタ用データタグであって、
　前記光コネクタハウジングは、前記光コネクタプラグの側面に突設された突起部（１ｃ
）と嵌合可能な切欠部（２ｃ）が形成された側面を有しており、
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　前記データタグは、前記光コネクタプラグおよび／または光コネクタハウジングに係る
回線情報等の情報が記録された記録部（１５、２５）ならびに前記光コネクタハウジング
に外側から抱え込むようにして装着される装着部（１１、２１）を有し、前記記録部が、
前記光コネクタハウジングに光コネクタプラグが挿入接続された状態で読み取り可能に形
成され、前記装着部が、光コネクタハウジングの側面に形成された凹部（２ｂ）に係合し
て前記光コネクタハウジングに対する前記データタグの脱落を防止する凸部（１３ａ、２
１ｅ）を備えるとともに、前記装着部が、前記光コネクタハウジングの前記切欠部に係合
して、この切欠部に係合されている前記突起部の離脱を規制することにより、光コネクタ
ハウジングに挿入される光コネクタプラグの離脱を規制する離脱規制部（１２ｃ、２１ｆ
）を有することを特徴とする光コネクタ用データタグ（１０、２０）。
【請求項３】
　さらに前記装着部が、前記光コネクタハウジングの前記切欠部に係合して、この切欠部
に係合されている前記突起部の離脱を規制することにより、光コネクタハウジングに挿入
される光コネクタプラグの離脱を規制する離脱規制部（２１ｆ）を有することを特徴とす
る請求項１に記載の光コネクタ用データタグ（２０）。
【請求項４】
　前記記録部が、二次元コードであることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の
光コネクタ用データタグ。
【請求項５】
　光コネクタハウジング（２、２Ｒ）に光コネクタプラグ（１）が挿入された光コネクタ
であって、
　前記光コネクタプラグは、側面に突設された突起部（１ｃ）を有し、前記光コネクタハ
ウジングは、前記突起部と嵌合可能な切欠部（２ｃ）が形成された側面を有し、前記光コ
ネクタハウジングには、請求項１～４のいずれかに記載の光コネクタ用データタグが取り
付けられていることを特徴とする光コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光コネクタハウジングに光コネクタプラグが挿入されることにより光接続がな
される光コネクタを管理する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば光成端架や光成端箱などにおいて、多数の光コネクタを用いて光ファイバを切替可
能に接続する場合、各光ファイバを識別して管理する方法として、印刷などにより識別符
号を付したデータタグを光ファイバに取り付け、光ファイバの配線を切り換える際には、
データタグの識別符号をコードリーダ等の読み取り装置により読み取り、光ファイバの識
別を行う方法がある。
このような識別に用いるタグとしては、例えば、特許文献１～５に記載したようなものが
ある。
【０００３】
【特許文献１】
実開昭６３－１０２１１９号公報
【特許文献２】
特公昭６４－００５７２３号公報
【特許文献３】
特開平０５－１０１７１８号公報
【特許文献４】
特開平１０－３０８１１５号公報
【特許文献５】
特開２００１－１５４５８１号公報
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【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなデータタグを用いた配線管理方法では、光ファイバに取り付け
られたタグと光コネクタとの距離がかなり離れているため、データタグの読み取りにより
、配線切替操作を行うべき光ファイバを識別できたとしても、当該光ファイバがコネクタ
接続されている光コネクタを容易に発見して照合することができないので、直ちに光コネ
クタの着脱操作を行うことができない。データタグから光コネクタまでの光ファイバの配
線経路をたどって目的の光コネクタを発見するには時間が掛かる。また、光成端架などで
は多数の光コネクタがパネル等に配列されており、各光コネクタの後端から光ファイバが
引き出されているのが一般的な状況であるので、光ファイバと光コネクタとの対応を見誤
ると、配線切替すべき光ファイバとは無関係の光コネクタを操作し、誤脱してしまうおそ
れがあり、改善が求められていた。
【０００５】
　従って、本発明の課題は、着脱操作を行うべき光コネクタの照合が容易かつ迅速に行う
ことができるデータタグおよびデータタグが取り付けられた光コネクタを提供することで
ある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するため、本発明は、光コネクタプラグが挿入される光コネクタハウジ
ングに取り付けることができる光コネクタ用データタグであって、前記光コネクタハウジ
ングは、前記光コネクタプラグの側面に突設された突起部と嵌合可能な切欠部が形成され
た側面を有しており、前記データタグは、光コネクタプラグおよび／または光コネクタハ
ウジングに係る回線情報等の情報が記録された記録部ならびに前記光コネクタハウジング
に外側から抱え込むようにして装着される装着部を有し、前記記録部が、光コネクタハウ
ジングに光コネクタプラグが挿入接続された状態で読み取り可能に形成され、前記装着部
が、光コネクタハウジングの側面に形成された凹部に係合して前記光コネクタハウジング
に対する前記データタグの脱落を防止する凸部を備えるとともに、前記装着部が、前記光
コネクタハウジングの前記切欠部が形成された側面を覆う側壁を有することを特徴とする
光コネクタ用データタグを提供する。
【０００７】
　また、本発明は、光コネクタプラグが挿入される光コネクタハウジングに取り付けるこ
とができる光コネクタ用データタグであって、前記光コネクタハウジングは、前記光コネ
クタプラグの側面に突設された突起部と嵌合可能な切欠部が形成された側面を有しており
、前記データタグは、前記光コネクタプラグおよび／または光コネクタハウジングに係る
回線情報等の情報が記録された記録部ならびに前記光コネクタハウジングに外側から抱え
込むようにして装着される装着部を有し、前記記録部が、前記光コネクタハウジングに光
コネクタプラグが挿入接続された状態で読み取り可能に形成され、前記装着部が、光コネ
クタハウジングの側面に形成された凹部に係合して前記光コネクタハウジングに対する前
記データタグの脱落を防止する凸部を備えるとともに、前記装着部が、前記光コネクタハ
ウジングの前記切欠部に係合して、この切欠部に係合されている前記突起部の離脱を規制
することにより、光コネクタハウジングに挿入される光コネクタプラグの離脱を規制する
離脱規制部を有することを特徴とする光コネクタ用データタグを提供する。
　本発明の光コネクタ用データタグは、前記装着部が、前記光コネクタハウジングの前記
切欠部が形成された側面を覆う側壁を有するとともに、前記光コネクタハウジングの前記
切欠部に係合して、この切欠部に係合されている前記突起部の離脱を規制することにより
、光コネクタハウジングに挿入される光コネクタプラグの離脱を規制する離脱規制部を有
する構成とすることもできる。
　前記記録部としては、二次元コードを適用することが好ましい。
　また、本発明は、光コネクタハウジングに光コネクタプラグが挿入された光コネクタで
あって、前記光コネクタプラグは、側面に突設された突起部を有し、前記光コネクタハウ
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ジングは、前記突起部と嵌合可能な切欠部が形成された側面を有し、前記光コネクタハウ
ジングには、上述の光コネクタ用データタグが取り付けられていることを特徴とする光コ
ネクタを提供する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、実施の形態に基づいて、本発明を詳しく説明する。
図１は、本発明の第１の実施の形態の光コネクタ用データタグを示す正投影図であり、そ
れぞれ、（ａ）正面図、（ｂ）平面図、（ｃ）底面図、（ｄ）左側面図、（ｅ）右側面図
、（ｆ）背面図である。図２（ａ）は本実施の形態の光コネクタ用データタグが適用され
る光コネクタプラグおよび光コネクタハウジング（アダプタ）を示す斜視図である。図３
は、光コネクタ用データタグを光コネクタハウジングに取り付ける状態を示す斜視図、図
４は、取り付け後の状態を示す斜視図である。
【０００９】
図２（ａ）、（ｂ）に示すように、本実施の形態の光コネクタ用データタグ（以下単にデ
ータタグという）が適用される光コネクタ１および光コネクタハウジング２は、ＪＩＳ　
Ｃ　７９５３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　６０８７４－１４などに規定される周知のＳＣ形光コネ
クタ（ＳＣ：Single fiber Coupling）の光コネクタならびにアダプタまたはレセプタク
ルである。
光コネクタ１（プラグ）は、光ファイバ（裸光ファイバ）が挿入固定される微細孔（図示
せず）が貫通されたフェルール１ａと、このフェルール１ａを収納するコネクタハウジン
グ１ｂ（つまみ）とを備えて構成されている。
【００１０】
光コネクタ１のコネクタハウジング１ｂにその後側から挿入された光ファイバ３は光ファ
イバコードであり、フェルール１ａは、光ファイバ３の先端には露出された裸ファイバを
前記微細孔に貫通させることにより、光ファイバを微細孔に固定して保持する。コネクタ
ハウジング１ｂの接続方向後側には、光ファイバ３を収納保護するブーツ３ａが取り付け
られている。
光ファイバ３の種類としては、光コネクタの種類の応じたものが用いられる。具体的には
、単心の光ファイバ心線、単心または多心の光ファイバテープ心線（以下、単にテープ心
線ということがある）、光ファイバ素線などが例示される。
【００１１】
光コネクタハウジング２は、光コネクタ１を収容するコネクタ収容穴２ａを備えた略スリ
ーブ状の部材であり、図２（ａ）にはコネクタ収容穴２ａの両側から光コネクタ１を挿入
して収容することができるアダプタを示し、図２（ｂ）には、コネクタ収容穴２ａの片側
から光コネクタ１を挿入して収容することができるレセプタクルを図示している。本発明
のデータタグ１０は、アダプタ２とレセプタクル２Ｒとのいずれにも取り付けることがで
きる。
【００１２】
光コネクタハウジング２は、コネクタ収容穴２ａの両側から光コネクタ１を挿入すること
により、光コネクタ１のフェルール１ａの先端に突出した光ファイバ（裸光ファイバ）の
先端が突き合わせられ、光接続がなされる。
光コネクタハウジング２の一対の側面には、凹部２ｂが形成されている。この凹部２ｂは
、光コネクタハウジング２をバックプレーンなどに取り付けるためのステンレスプレート
４を嵌め込むため、従来から設けられているものである。
【００１３】
また、光コネクタハウジング２の凹部２ｂが設けられた側面と異なるもう一つの側面には
、光コネクタ１の側面に突設された突起部１ｃと嵌合可能な切欠部２ｃが形成されている
。この切欠部２ｃは、図３に示すように、コネクタ収容穴２ａに光コネクタ１を挿入する
接続方向に沿って延在形成されている。光コネクタ１を光コネクタハウジング２のコネク
タ収容穴２ａに挿入するときに、光コネクタ１の突起部１ｃが切欠部２ｃに沿って挿入さ
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れることにより、光コネクタ１が真っ直ぐコネクタ収容穴２ａに挿入、収容される。
【００１４】
本実施の形態の光コネクタ用データタグ１０は、図１（ａ）～（ｆ）および図３に示すよ
うに、光コネクタハウジング２の外側から抱え込むようにして装着される装着部１１と、
この装着部１１から外方に突出して設けられた記録部保持部１４とから構成されている。
データタグ１０は、例えばプラスチックなどにより一体に形成することが可能である。
【００１５】
装着部１１は、データタグ１０を光コネクタハウジング２に取り付けたときに光コネクタ
１の後端部を収容するプラグ収容空間１２ａを備えた略スリーブ状のスリーブ部１２と、
スリーブ部１２のプラグ収容空間１２ａの一端縁１２ｄから光コネクタ１の接続方向に沿
って突出して形成された一対の突出部１３とを備えてなる。
【００１６】
スリーブ部１２は、スリーブの中心軸線方向（図１（ａ）の左右方向）に沿ってスリット
１２ｂが形成されている。これにより、図３に示すように、光コネクタ１が収容された光
コネクタハウジング２にデータタグ１０を装着する際、光コネクタ１の後端側に露出され
た光ファイバ３との干渉を防ぎ、光コネクタ１を光コネクタハウジング２から抜去になく
ても、光コネクタハウジング２にデータタグ１０を装着することができる。
【００１７】
スリーブ部１２の前記端縁１２ｄには、光コネクタハウジング２の切欠部２ｃに係合可能
な離脱規制部１２ｃが形成されている。
データタグ１０の離脱規制部１２ｃが、光コネクタハウジング２の切欠部２ｃに係合する
と、該切欠部２ｃに係合した離脱規制部１２ｃは、この切欠部２ｃに係合されている光コ
ネクタ１の突起部１ｃの離脱を規制するようになっている。
【００１８】
突出部１３の先端方向（図１（ａ）の右側）の内側には、光コネクタハウジング２の側面
に形成された前記凹部２ｂに係合可能な凸部１３ａが凸設されている。これにより、光コ
ネクタハウジング２にデータタグ１０を装着すると、突出部１３が光コネクタハウジング
２の側面を挟み込み、光コネクタハウジング２の凹部２ｂに凸部１３ａが係合されるので
、データタグ１０が光コネクタハウジング２に対してぐらつくことなく強固に装着され、
手指などで触れても容易に脱落しにくくなる。
【００１９】
記録部保持部１４は、データタグ１０を光コネクタハウジング２に装着した際、光コネク
タハウジング２側面の外方に突出するように形成されている。記録部保持部１４の前面１
４ａ（図１（ａ）の左側）には、光コネクタや光ファイバを識別するためのデータが記録
された記録部１５が設けられる。
【００２０】
記録部１５としては、特に限定されるものではないが、充分な情報量のデータを記録部保
持部１４の小さいスペースに高密度に集積して記録できる記録方式によって形成されるも
のが好ましい。例えばＪＩＳ　Ｘ　０５１０やＩＳＯ／ＩＥＣ　１８００４等に規定され
たＱＲコード（ＱＲ：Quick Response）などの二次元コードに代表される識別符号を印刷
などの方式にて形成した印字部や、公知のＲＦ－ＩＤ方式（ＲＦ：Radio-frequency、Ｉ
Ｄ：Identification）のＩＣチップなどが例示される。
特に、ＱＲコードなどの二次元コードは、記録部保持部１４の前面１４ａに印刷もしくは
シール貼付等により容易に取り付けることができる。しかも、読み取りに電磁波を必要と
しないので、電子機器など、電磁波の影響が問題となる環境に設置された光コネクタに対
しても問題なく適用できるので、好ましい。
【００２１】
このようなデータタグ１０は、光コネクタ１が挿入収容された光コネクタハウジング２に
対して、該光コネクタハウジング２の後端側から差し込むことにより、スリーブ部１２の
プラグ収容空間１２ａに光コネクタ１の後端部が収容され、突出部１３が弾性変形してそ
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の凸部１３ａが光コネクタハウジング２側面の凹部２ｂに係合し、図４に示すような状態
で装着部１１により光コネクタハウジング２の外面に装着される。その結果、記録部１５
が光コネクタハウジング２側面の外方前面（光コネクタハウジング２の光コネクタ１を操
作する作業者にとっての手前側）に向いて配置される。
【００２２】
記録部１５の記録を所定の読み取り機（コードリーダなど）により読み出すことにより、
光ファイバの情報を得ることができ、配線切替すべき光ファイバかどうかの識別が容易か
つ確実になされる。記録部保持部１４が光コネクタ１および光コネクタハウジング２から
極めて近接した位置に配置されるので、従来の光ファイバに取り付けるタグに比べて、光
ファイバと光コネクタとの照合が極めて容易になり、誤った光コネクタを操作して誤脱し
てしまうなどの不都合が効果的に低減される。
【００２３】
データタグ１０は、凸部１３ａと凹部２ｂとの係合により光コネクタハウジング２に対し
て固定されるので、両突出部１３の間隔を広げ、凸部１３ａと凹部２ｂとの係合を適宜解
除することにより、データタグ１０は光コネクタハウジング２から取り外し可能である。
例えば、従来の接着方式のタグと比較すれば、本実施の形態のデータタグ１０はアダプタ
２に対して着脱可能であるので、必要に応じて記録部１５の記録を削除、更新することに
より、繰り返し再使用することができ、低コストな運用が実現される。
【００２４】
さらに、データタグ１０の離脱規制部１２ｃが光コネクタハウジング２の切欠部２ｃに係
合することにより、切欠部２ｃに係合されている光コネクタ１の突起部１ｃの離脱が規制
されるので、データタグ１０を取り外さない限り、光コネクタ１を光コネクタハウジング
２から抜去することができなくなる。従って、記録部１５の読み取り結果に反して、誤っ
て光コネクタ１を抜去してしまう事故が抑制される。
【００２５】
図５は、本発明の第２の実施の形態の光コネクタ用データタグを示す正投影図であり、そ
れぞれ、（ａ）正面図、（ｂ）平面図、（ｃ）底面図、（ｄ）左側面図、（ｅ）右側面図
、（ｆ）背面図である。図６は本実施の形態の光コネクタ用データタグを光コネクタハウ
ジングに取り付ける状態を示す斜視図、図７は、取り付け後の状態を示す斜視図である。
本実施の形態のデータタグ２０が適用される光コネクタ１および光コネクタハウジング２
は、上述の図２（ａ）、（ｂ）に示したＳＣ形光コネクタ（プラグ、アダプタ、レセプタ
クル）である。
【００２６】
データタグ２０は、図５（ａ）～（ｆ）および図６に示すように、略コ字溝状の装着部２
１と、装着部２１の外面から外方に突出する記録部保持部２４とから構成されている。デ
ータタグ２０は、例えばプラスチックなどにより一体形成することが可能である。
【００２７】
装着部２１は、より具体的には、下向きに開口した冂字状であり、記録部保持部２４が突
設された側の側壁２１ａと、この側壁２１ａに対向して配置された他方の側壁２１ｂと、
両側壁２１ａ、２１ｂを上端同士で連結する上壁２１ｃと、側壁２１ａの下端から側壁２
１ｂ側に突出する突壁２１ｄとで構成され、側壁２１ａおよび突壁２１ｄの内面には、光
コネクタハウジング２の側面に形成された前記凹部２ｂに係合可能な凸部２１ｅが凸設さ
れている。
これにより装着部２１は、光コネクタハウジング２にデータタグ１０を装着したとき、両
側壁２１ａ、２１ｂが弾性変形して光コネクタハウジング２の両側面を挟み込み、光コネ
クタハウジング２の凹部２ｂに凸部２１ｅが係合されるので、データタグ２０が光コネク
タハウジング２に対してぐらつくことなく強固に装着され、手指などで触れても容易に脱
落しにくくなる。
【００２８】
さらに、側壁２１ｂの下端には、光コネクタハウジング２の切欠部２ｃに係合可能な離脱
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規制部２１ｆが形成されている。この離脱規制部２１ｆが光コネクタハウジング２の切欠
部２ｃに係合すると、該切欠部２ｃに係合した離脱規制部２１ｆは、この切欠部２ｃに係
合されている光コネクタ１の突起部１ｃの離脱を規制する。これにより、データタグ２０
を取り外さない限り、光コネクタ１を光コネクタハウジング２から抜去することができな
くなる。従って、記録部２５の読み取り結果に反して、誤って光コネクタ１を抜去してし
まう事故が抑制される。
【００２９】
記録部保持部２４は、ここでは、窪み状の穴２４ａを有する有底円筒状に形成されており
、ここに記録部２５としてＩＣチップを埋め込み保持できるようなＩＣチップ収容穴にな
っている。しかし、記録部保持部２４は、上記第１の実施の形態で図示したように、ＱＲ
コードなどの二次元コードに代表される識別符号を印刷した印刷面を有するように形成す
ることもできる。
【００３０】
本実施の形態のデータタグ２０は、光コネクタ１が挿入収容された光コネクタハウジング
２に対して、該光コネクタハウジング２の一側面側から差し込むことにより、装着部２１
が光コネクタハウジング２に抱合するとともに、両側壁２１ａ、２１ｂの間隔が広がって
凸部２１ｅが光コネクタハウジング２側面の凹部２ｂに係合し、図７に示すような状態で
光コネクタハウジング２の外面に装着される。その結果、記録部２５が光コネクタハウジ
ング２側面の外方に突出するように配置される。
【００３１】
記録部２５の記録を所定の読み取り機（コードリーダなど）により読み出すことにより、
光ファイバの情報を得ることができ、配線切替すべき光ファイバかどうかの識別が容易か
つ確実になされる。記録部保持部２４が光コネクタ１および光コネクタハウジング２から
極めて近接した位置に配置されるので、従来の光ファイバに取り付けるタグに比べて、光
ファイバと光コネクタとの照合が極めて容易になり、誤った光コネクタを操作して誤脱し
てしまうなどの不都合が効果的に低減される。
【００３２】
図８（ａ）は、本発明の第３の実施の形態の光コネクタ用データタグを示す斜視図であり
、図８（ｂ）は、取り付け後の状態を示す斜視図である。
本実施の形態のデータタグ３０が適用される光コネクタ１および光コネクタハウジング２
は、上述の図２（ａ）、（ｂ）に示したＳＣ形光コネクタ（プラグ、アダプタ、レセプタ
クル）である。
【００３３】
このデータタグ３０は、離脱規制部２１ｆを有しないことを除いて、ほぼ上述の第２の実
施の形態のデータタグ２０と同様の構成をなしており、略コ字溝状の装着部３１と、装着
部３１の外面から外方に突出する記録部保持部３４とから構成されている。
装着部３１は、より具体的には、下向きに開口した冂字状であり、対向して配置された側
壁３１ａ、３１ｂと、両側壁３１ａ、３１ｂを上端同士で連結する上壁３１ｃと、側壁３
１ａの下端から側壁３１ｂ側に突出する突壁３１ｄとで構成され、側壁３１ａおよび突壁
３１ｄの内面には、光コネクタハウジング２の側面に形成された前記凹部２ｂに係合可能
な凸部３１ｅが凸設されている。
これにより、装着部３１が光コネクタハウジング２の外面を抱え込むようにして装着され
る。
【００３４】
また、記録部保持部３４は、窪み状の穴３４ａを有する有底円筒状に形成されており、こ
こに記録部３５としてＩＣチップを埋め込み保持できるようなＩＣチップ収容穴になって
いる。
このように構成されたデータタグ３０によれば、上述したデータタグ１０、2０と同様に
、光コネクタハウジング２に近接して記録部３５を配置させることができ、光ファイバ３
と光コネクタとの照合が極めて容易になり、誤った光コネクタを操作して誤脱してしまう
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などの不都合が効果的に低減される。
【００３５】
以上、本発明を好適な実施の形態に基づいて説明してきたが、本発明はこの実施の形態の
みに限定されるものではなく本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
上記実施の形態においては、ＳＣ形光コネクタに適用した場合を説明したが、これに限定
されるものではなく、ＦＣ形光コネクタ（Fiber transmission system optical Connecto
r、JIS C 5970に規定のもの等）、ＭＴ形光コネクタ（ＭＴ：Mechanically Transferable
、JIS C 5981に規定のもの等）、ＭＰＯ形光コネクタ（ＭＰＯ：Multifiber Push-On、JI
S C 5982に規定のもの等）、ＭＵ形コネクタ（ＭＵ：Miniature-Unit coupling、JIS C 5
983に規定のもの等）、Ｍｉｎｉ－ＭＰＯ形光コネクタ（ＭＰＯ：Multifiber Push-On、J
IS C 5984に規定のもの等）など、種々の光コネクタに適用することができる。
【００３６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の光コネクタ用データタグは、光コネクタプラグが挿入され
る光コネクタハウジングに取り付けることができ、前記光コネクタプラグおよび／または
光コネクタハウジングに係る回線情報等の情報が記録された記録部を有し、前記記録部が
、前記光コネクタハウジングに光コネクタプラグが挿入接続された状態で読み取り可能に
形成されているので、光コネクタとの距離が極めて近接した位置に識別符号を配置するこ
とができる。その結果、読み取り機により識別符号を読み取った後、着脱操作を行うべき
光コネクタの照合を極めて容易かつ迅速に行うことができる。しかも、既設の光成端架や
光成端箱などの光コネクタハウジングに取り付けることができるので、設備の交換が不要
であり、本データタグを用いた配線の識別や管理を低コストで実施できる。
【００３７】
さらに、光コネクタハウジングに外側から抱え込むようにして装着される装着部を有し、
前記装着部が、光コネクタハウジングの側面に形成された凹部に係合できる凸部を備える
光コネクタ用データタグによれば、光コネクタハウジングに対してデータタグを強固かつ
着脱可能に取り付けることができ、データタグの脱落が効果的に防止される。
【００３８】
前記装着部が、光コネクタハウジングに挿入される光コネクタプラグの離脱を規制する離
脱規制部を有するデータタグによれば、データタグを取り外さない限り、光コネクタプラ
グを光コネクタハウジングから抜去することができなくなるので、記録部の読み取り結果
に反して誤って光コネクタプラグを抜去してしまう事故を抑制することができる。
【００３９】
前記記録部が、二次元コードにより設けられた光コネクタ用データタグによれば、光ファ
イバの配線に関する情報を高密度に符号化して表示できるので、データタグの記録部を極
めて小型にし、高度に密集して配列された光コネクタハウジングに対して、相互に干渉す
ることなく取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態の光コネクタ用データタグを示す正投影図であり、
それぞれ（ａ）正面図、（ｂ）平面図、（ｃ）底面図、（ｄ）左側面図、（ｅ）右側面図
、（ｆ）背面図である。
【図２】　（ａ）図１に示すデータタグが適用される光コネクタハウジング（アダプタ）
および光コネクタ（プラグ）を示す斜視図である。（ｂ）光コネクタハウジング（レセプ
タクル）を示す斜視図である。
【図３】　図１に示すデータタグを光コネクタハウジングに取り付ける状態を示す斜視図
である。
【図４】　図１に示すデータタグを光コネクタハウジングに取り付けた後の状態を示す斜
視図である。
【図５】　本発明の第２の実施の形態の光コネクタ用データタグを示す正投影図であり、
それぞれ（ａ）正面図、（ｂ）平面図、（ｃ）底面図、（ｄ）左側面図、（ｅ）右側面図
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、（ｆ）背面図である。
【図６】　図５に示すデータタグを光コネクタハウジングに取り付ける状態を示す斜視図
である。
【図７】　図５に示すデータタグを光コネクタハウジングに取り付けた後の状態を示す斜
視図である。
【図８】　（ａ）本発明の第３の実施の形態の光コネクタ用データタグを示す斜視図であ
る。（ｂ）データタグを光コネクタハウジングに取り付けた後の状態を示す斜視図である
。
【符号の説明】
１…光コネクタプラグ（光コネクタ）、２…光コネクタハウジング（アダプタ）、２Ｒ…
光コネクタハウジング（レセプタクル）、２ｂ…凹部、１０…光コネクタ用データタグ（
データタグ）、１１…装着部、１２ｃ…離脱規制部、１３ａ…凸部、１５…記録部、２０
…光コネクタ用データタグ（データタグ）、２１…装着部、２１ｅ…凸部、２１ｆ…離脱
規制部、２５…記録部、３０…光コネクタ用データタグ（データタグ）、３１…装着部、
３１ｅ…凸部、３５…記録部。

【図１】 【図２】
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